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昨シーズン（春リーグ）は、1 部 6 位という結果に終わり、秋リーグが勝負。インカレ出場とい

う思いでと選手たちは意気込んでいました。結果は、1勝したものの 2部降格。

不甲斐なさと虚しさと戦えない弱さだけが、抜け殻のように残っていました。

しかし、このような経験は長い人生の中で、誰もが味わうことだと思います。この状況でどのよ

うに修正・修復しチームを形成するかを問われている。なでしこ JAPAN のワールドカップ優勝を

機に、大学女子サッカーも躍進し続けるばかりか、新規参入チームも続々増えてきています。

今までとは違う。今までに執着すれば必ず置いて行かれる。まさに女子サッカーにおける戦国時

代です。

2 部降格という悔しさを拭い去るには、来季、春リーグ 2 部優勝。秋リーグにおいては、インカ

レ出場は絶対条件になります。

目標が達成されていない今、女子サッカー部にとって勝負はまだ終わっていません。

邁進・躍動・貪欲・前進！！

女子ホッケー部 監督　宮崎 奈美

監督　後藤 剣

監督　山堀 貴彦

女子サッカー部

男子ホッケー部

今シーズンはインカレベスト 4を目指し全日本選手権大会の場にもう一度、立つべく、春季リーグ、

秋季リーグ、西日本インカレなど大会の 1試合 1試合を大事に取り組んできました。

前期の春季リーグの順位決定戦では、準決勝で立命館大学に大敗し、三位決定戦で関西学院大学

に勝利し 3 位をキープ。王座決定戦では 1 回戦で慶應義塾大学に大差で圧勝し、準々決勝では近

年ベスト 4 を掛けて東海学院大学と対戦。自分達はチャレンジャーとして挑み、聖泉らしく運動

量を上げボールと人が連動して動くホッケーを精一杯やる事ができました。しかし、結果 0-5 と

完敗。この敗戦で、選手たちの意識が変わり、後期の西日本インカレでは、準決勝で天理大学に

0-3、3 位決定戦で東海学院大学に 0-2 と僅差となりチャンスを作りつつも、得点力が欠けている

部分を秋季リーグで改善しインカレに繋げていけるよう意識して取り組みました。インカレでは

豪雨の中、中京大学との試合で前後半でも勝負は決まらず SOにもつれ込み、2-3 で敗戦しました。

最終的には今シーズン通して納得できる結果を残すことが出来ませんでしたが、選手の取り組み

や一生懸命さに感謝したいと心から思います。

男子ホッケー部の今年度の主な成績は、関西学生春季リーグ 4 位、全日本大学王座決定戦では初

戦敗退、西日本インカレ 5 位、関西学生秋季リーグ 4 位、インカレではライバル校のひとつであ

る東海学院大学を 3-0 で破り、創部初となるベスト 8という結果で終わりました。

本年度は「チームになる」をテーマに日頃のトレーニング、生活の中からチーム内での意志疎通

を図ることを目的として、あらゆる場面でそれぞれのプレーでのねらいや意図を理解することに

重点を置きました。選手の主体性を高めるため、選手間でのミーティング、スターティングメンバー

の選考、試合における戦術を主将、副主将が中心となり、選手間で話し合い、決定することで最

初は多くの戸惑いがあるように感じましたが、徐々にそれぞれのやることが明確になり、共通理

解をすることでチーム力を格段にレベルアップすることができました。大学トップチームとの対

戦も全く引けをとらない試合内容になり、ライバル校とは互角以上のパフォーマンスを発揮する

ことができましたが、70 分間を通じて勝利に対する執念や、状況に応じた判断力の向上が次年度

に向けた課題になると感じました。



キ
ャ
ン
パ
ス 

ト
ピ
ッ
ク
ス
人
間
学
部
の
ニ
ュ
ー
ス
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
！
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基
礎
ゼ
ミ
で
資
格
取
得
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

CLC

セ
ミ
ナ
ー

地
域
に
欠
か
せ
な
い
学
び
の
風
景
を

資
格
取
得
支
援
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月　

日
（
土
）・　

日
（
日
）
にCLC

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
選
挙

や
悪
天
候
な
ど
が
重
な
り
、
来
場
者
数
こ
そ
約
八
百
人
と
少
な
か
っ
た
も
の
の
、

講
師
の
伝
え
た
い
と
い
う
想
い
と
受
講
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
学
び
た
い
と
い
う
熱

意
に
支
え
ら
れ
て
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
夢
の
続
き
を
描
こ
う
！
」。
開
講
し
た
講
座
数
は
昨
年
と
同

じ
く　

 

講
座
で
し
た
。
学
生
が
自
ら
講
師
に
依
頼
し
、
講
師
と
と
も
に
講
座
を
作

り
上
げ
て
い
く
ス
タ
イ
ル
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
年
は
、
原
点
に
立
ち
戻
っ

て
、
イ
ベ
ン
ト
や
催
し
物
で
は
な
く
学
び
を
中
心
と
し
た
講
座
の
提
供
に
挑
戦
し

ま
し
た
。そ
れ
に
伴
っ
て
、従
来
の
地
域
活
動
や
地
元
企
業
の
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、

哲
学
や
茶
道
、
復
興
支
援
、
世
界
平
和
や
地
球
環
境
さ
ら
に
は
宇
宙
開
発
と
い
っ

た
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
と
テ
ー
マ
の
学
び
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昼
食
に

は
学
食
を
提
供
で
き
た
こ
と
で
、
学
び
を
通
じ
て
、
聖
泉
大
学
を
〝
開
く
〞
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
のCLC

セ
ミ
ナ
ー
は
、
学
生
に
と
っ
て
、
地
域
や
社
会
と
何
と
か
関
わ
り
な
が

ら
場
を
作
り
上
げ
る
大
変
さ
を
体
験
す
る
一
方
で
、
得
ら
れ
た
経
験
や
自
ら
の
学

び
を
発
見
す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
後
輩
に
た
だ
引
き
継
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
に
欠
か
せ
な
い
風
景
と
し
て
根
付
い
て
い
く
よ
う
に
来
年
も
開
催
し
ま
す
。

岡田 拓実
5 代目 HSJ 社長

さん
（人間学部人間心理学科 2回生）

5 代目の社長を務めた岡田さんに

CLC セミナーを終えての感想を

お伺いしました。

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
内
でCLC

セ
ミ
ナ
ー
に
関
わ
る
準
備
を
行
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
の
授
業
内
で
は
到
底
終
わ
ら
す
こ
と
は
で
き
ず
、
残
っ
た
仕
事
は
幹
部

や
一
部
の
学
生
に
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
幹
部
に
関
し
て
は
毎
日
の
よ
う
に

幹
部
会
議
を
開
き
、
終
わ
る
こ
と
の
な
い
山
積
み
の
課
題
と
目
標
に
向
け
日
々
討
論

を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

■
セ
ミ
ナ
ー
開
催
ま
で
の
苦
労
話

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
早
め
早
め
に
行
い
、
自
ら
進
ん
で
仕
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
年
度
に
限
ら
ず
毎
年
そ
う
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
一
部
の
人
が
仕
事
を
抱
え
込
み

過
ぎ
て
パ
ン
ク
寸
前
に
な
る
人
が
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
を
出
さ
な
い
た
め
に
も

お
互
い
が
協
力
し
、
助
け
合
い
の
精
神
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
努
力
は

必
ず
報
わ
れ
ま
す
！

■
来
年
度
の
後
輩
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス

夏
休
み
を
終
え
、
い
き
な
り
社
長
に
任
命
さ
れ
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
状
態
か
ら

始
ま
っ
た
社
長
業
務
。
社
長
と
し
て
の
自
覚
を
持
て
て
き
た
出
来
事
が
講
師
説
明
会

で
の
ス
ピ
ー
チ
で
す
。
後
に
も
先
に
も
こ
の
ス
ピ
ー
チ
が
一
番
大
変
で
し
た
し
、
鮮

明
に
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
一
時
は
ど
う
な
る
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
最
終
的
に

は
会
場
全
体
の
支
え
も
あ
り
締
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
と
な
っ
て
は
笑
い
話

で
す
が
、
こ
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
責
任
感
が
芽
生
え
、
講
座
の
成
功
を
強
く

意
識
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

■ 

社
長
と
い
う
役
割
で
一
番
大
変
だ
っ
た
こ
と

大
学
と
地
域
と
の
繋
が
り
や
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
、
ま
た
社
会
人
と
し
て
の
自
覚

な
ど
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
私
が
学
び
手
に
入
れ
た
モ
ノ…

そ

れ
は
学
生
同
士
の
絆
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
だ
と
思
い
ま
す
。

大
学
生
に
な
り
、
新
た
な
仲
間
と
共
に
一
か
ら
創
り
上
げ
た
セ
ミ
ナ
ー
。
活
動
を
通

し
て
、
仲
間
と
と
も
に
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
支
え
合
う
と
い
う
、
日
常
で
は
感
じ

る
こ
と
の
な
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■ 

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ
と

～夢の続きを描こう～ 第５回 CLC セミナーを開催しました！～夢の続きを描こう～ 第５回 CLC セミナーを開催しました！

人
間
学
部
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
「
基
礎
ゼ
ミ
B
」
に
お
い
て
、「
資
格
取
得
」

を
題
材
と
し
た
授
業
を
３
時
間
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
資
格
取

得
の
意
義
や
活
用
方
法
を
学
び
、
各
専
攻
で
推
奨
す
る
資
格
を
取
得
す
る
ま

で
の
具
体
的
な
計
画
を
立
て
な
が
ら
、
実
際
に
資
格
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。（
今
回
取
り
上
げ
た
資
格
↓「
心
理
学
検
定
」

「
幼
児
体
育
指
導
者
検
定
」「
秘
書
検
定
」）

　

ま
ず
は
、
教
員
が
資
格
に
関
す
る
基
本
情
報
を
提
供
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
関

心
を
持
っ
た
資
格
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、「
ど
う
い
っ
た
資
格
か
」「
ど

の
よ
う
な
試
験
内
容
か
」「
ど
の
よ
う
な
準
備
が
必
要
か
」
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
最
終
的
に
は
受
検
に
向
け
た
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

「
資
格
取
得
」
は
、「
自
ら
の
知
識
や
技
術
を
証
明
す
る
」「
将
来
の
仕
事
に

役
立
つ
」
と
い
っ
た
実
務
的
な
視
点
だ
け
で
な
く
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
計
画
性
や
実
行
力
な
ど
、
様
々
な
資
質
や
能
力
が
問
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
活
動
を
通
し
て
、
資
格
取
得
に
限
ら
ず
、
目
標
に
向
か
っ
て
前
向
き
に
取

り
組
む
姿
勢
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
考
案
の
実
験
を
実
施

心
理
学
応
用
演
習
Ⅱ

NEW
S & TOPICS 01

心
理
学
応
用
演
習
Ⅱ
で
は
、
３
回
生　

名
が
３
班
に
分
か
れ
、
班
ご
と
に
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
授
業
の
大
き
な
特
徴
は
、
テ
ー
マ
設
定
か
ら
実

験
の
準
備
、
実
施
ま
で
全
て
を
学
生
主
導
で
行
っ
て
い
る
点
で
す
。
そ
の
た

め
、
今
年
の
授
業
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
実
験
テ
ー
マ
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
写
真

の
実
験
で
は
、
人
の
顔
写
真
の
印
象
に
表
情
や
化
粧
の
種
類
が
ど
の
よ
う
に

影
響
す
る
の
か
に
つ
い
て
の
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
ゲ
ー

ム
のBGM

の
有
無
が
ゲ
ー
ム
の
遂
行
成
績
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
研

究
や
、
音
楽
の
種
類
が
時
間
感
覚
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
研
究
を
各
班

が
行
っ
て
い
ま
す
。

予
想
通
り
の
実
験
結
果
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
実
験

を
通
し
て
、
心
理
学
研
究
の
面
白
さ
や
そ
の
裏
に
あ
る
準
備
の
大
変
さ
を
経

験
し
、
そ
の
経
験
を
来
年
度
の
卒
業
研
究
に
活
か
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

記
事
：
近
藤 

紀
章
（
人
間
学
部
特
命
講
師
）

52
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i-Cafe(

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
カ
フ
ェ)

企
業
の
魅
力
発
信
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

CLC

セ
ミ
ナ
ー
２
日
目
の　

日
（
日
）　

時
か
ら　

時
半
ま
で
、i-Café

（
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
・
カ
フ
ェ
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

軸
と
し
た
学
び
の
イ
ベ
ン
ト
を
学
生
が
企
画
・
運
営
し
ま
し
た
。i-Café

に
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
企
業
様
等　

の
企
業
・
団
体
様
か

ら　

名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
本
学
の
学
生
と
併
せ
て
約　

名
近
く
が
集
い
交
流

を
し
ま
し
た
。

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２
つ
で
す
。
１
つ
目
で
は
、
前
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
た
４
名
の
学
生
か
ら
の
報
告
発
表
で
す
。
報
告
で
は
、
実
習
を
通
し
て
発

見
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
企
業
様
の
魅
力
や
自
ら
が
実
習
中
に
貢
献
で
き
た

と
思
う
点
等
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

２
つ
目
は
、
企
業
の
方
と
学
生
が
と
も
に
つ
く
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。企
業
の
方
１
名
と
４
名
〜
５
名
の
学
生
が
グ
ル
ー

プ
と
な
り
、
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
な
か
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
ワ
ー
ク
は
、①
企
業
の
魅
力
を
伝
え
る
会
社
概
要
の
作
成 

②　

日
間
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
で
す
。
最
終
的
に
学
生
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
投
票
に
よ
り
魅
力
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
は
企
画
・
運
営
を
通
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト

の
重
要
性
な
ど
を
学
ん
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心理学を活かした
キャリアデザイン入門

Spring Seminar
特別企画

2015

多種多様な学問分野の中から、やりたいことを見つけるの
はとても難しいことですよね。
まずは、自分を知ることから始め、進路選択に役立てよう！

春は大学で自分探しからスタート
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13:00～ 16:00 ( 　　　受付開始 )12:3013:00～ 16:00 ( 　　　受付開始 )

3.23 月

本日の流れをご説明

自分の適性を知り将来を考えよう

本学の教員が答える進路相談
キャリアカウンセリング

本日のセミナーを活用するポイントについて、
初めにご説明いたします。

本日のセミナーで感じた疑問点について、各領域の
専門家である本学教員がそれぞれお答えします。
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12:30

1. 心理テスト実践編
　…心理テストを用いて適性をチェック！

2. 解説編
　…自分がこれから取り組んでいきたい勉強の内容や
　　興味関心が見えてくる！
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